
第２回 ICT を活用した自立活動の効果的な指導の在り方検討会議 次第 

 

日時：令和４年 10 月 24 日（月）   

10：00～12：00    

場所：各所属（テレビ会議システム） 

 

 

１ 開  会（10:00～10:10） 

 

 

 

２ 報  告（10:10～11:10） 

(1) エバンジェリストによる実践報告 

  ア 小学校での実践事例（20 分間）   

西宮市立上ケ原南小学校  伊藤 道海 教諭 

 

  イ 特別支援学校での実践事例（20 分間） 

        兵庫県立氷上特別支援学校  濵田 哲平 教諭 

 

(2) 県外視察（10 分間） 

                             兵庫県教育委員会事務局特別支援教育課 

                  

(3) 質疑応答（10 分間） 

 

 

３ 協  議（11:10～11:50） 

自立活動に関する情報の一元化をめざした｢ひょうごつながるブック（仮称）｣について

～ ICT 活用による、情報の共有と活用に向けて ～ 

 

 

 

４ 事務連絡（11:50～11:55） 

 ・ICT を活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業研究発表会 

  日時：令和４年 12 月 21 日（水） ９：30～12：30 

  会場：兵庫県立神戸特別支援学校（会場及びテレビ会議システム併用） 

 ・第３回検討会議 

  日時：令和５年１月 30 日（月）  14：30～16：30（テレビ会議システム） 

 

 

 

５ 閉  会（12:00） 
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第
２
回
IC
T
を
活
用
し
た
自
立
活
動
の

効
果
的
な
指
導
の
在
り
方
検
討
会
議

兵
庫
県
教
育
委
員
会
事
務
局
特
別
支
援
教
育
課

1

令
和
４
年
度

期
日
：
令
和
４
年
10
月
24
日
(月
）

場
所
：
各
所
属
（
TV
会
議
シ
ス
テ
ム
）

報
告

１
エ

バ
ン

ジ
ェ

リ
ス

ト
に

よ
る

実
践

報
告

(1
)

小
学

校
で

の
実

践
事

例

西
宮

市
立

上
ケ

原
南

小
学

校
伊

藤
道

海
教

諭
か

ら

(2
)

特
別

支
援

学
校

で
の

実
践

事
例

兵
庫

県
立

氷
上

特
別

支
援

学
校

濵
田

哲
平

教
諭

か
ら

２
岡

山
県

健
康

の
森

学
園

支
援

学
校

の
取

組

2

協
議

自
立

活
動

に
関

す
る

情
報

の
一

元
化

を
め

ざ
し

た

「
ひ

ょ
う

ご
つ

な
が

る
ブ

ッ
ク

（
仮

称
）
」
に

つ
い

て

～
IC

T
活

用
に

よ
る

、情
報

の
共

有
と

活
用

に
向

け
て

～

１
 対

象
２

 内
容

３
 構

成
等

3
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小学校での実践事例 

 

西宮市立上ケ原南小学校  教諭  伊藤 道海  
 

 

 

 

１ プログラミングロボットの実践事例について 

 

 

 

 

２ オンラインの実践事例について 

(1) 他校との交流 

 

 

 

 

 

 

(2) 校内での支援 
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県
外
視
察
報
告

兵
庫
県
教
育
委
員
会
事
務
局
特
別
支
援
教
育
課

1

令
和
４
年
度

IC
Tを
活
用
し
た
自
立
活
動
の
効
果
的
な
指
導
の
在
り
方
検
討
会
議

期
日
：
令
和
４
年
10
月
24
日
(月
）

場
所
：
各
所
属
（
TV
会
議
シ
ス
テ
ム
）

内
容

１
目

的

２
岡

山
県

健
康

の
森

学
園

支
援

学
校

の
取

組

３
ま

と
め

2

１
目

的

3

IC
T

活
用

に
関

す
る

先
進

校
の

見
学

及
び

協
議

に
よ

り
、遠

隔
シ

ス
テ

ム

を
利

用
し

た
、障

害
に

よ
る

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・克
服

す
る

た
め

の
自

立
活

動
の

指
導

や
教

育
相

談
等

の
工

夫
を

学
び

、今
後

の
取

組
の

参
考

と
す

る
と

と
も

に
、兵

庫
県

内
の

教
職

員
の

IC
T

活
用

等

に
関

す
る

資
質

向
上

に
資

す
る

。目
的

4
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訪
問

及
び

訪
問
先

5

１
訪

問
者

県
教

育
委

員
会

担
当

者
２

名
、研

究
指

定
校

教
員

５
名

計
７

名

２
訪

問
先

岡
山

県
健

康
の

森
学

園
支

援
学

校

（
岡

山
県

新
見

市
哲

多
町

大
野

１
2

0
3

4
－

５
）

所
属

名
前

兵
庫

県
教

育
委

員
会

事
務

局
特

別
支

援
教

育
課

乘
松

宏
美

井
本

好
美

兵
庫

県
立

神
戸

聴
覚

特
別

支
援

学
校

福
西

岳
人

兵
庫

県
立

姫
路

聴
覚

特
別

支
援

学
校

山
下

豊
久

兵
庫

県
立

む
こ

が
わ

特
別

支
援

学
校

式
部

義
信

兵
庫

県
立

神
戸

特
別

支
援

学
校

齋
藤

琢
哉

兵
庫

県
立

あ
わ

じ
特

別
支

援
学

校
西

田
望

２
岡
山
県
健
康
の
森
学
園
支
援
学
校

の
取
組

6

7
8
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・通
学

区
域

：全
県

学
区

・在
籍

者
数

：５
６

名
（

小
2

1
名

、中
３

名
、高

3
2

名
、う

ち
訪

問
２

名
）

・以
前

は
全

寮
制

、現
在

は
希

望
入

寮
制

5
6

名
中

5
1

名
が

利
用

・学
園

施
設

が
運

営

（
指

導
方

針
）

１
広

大
な

自
然

環
境

２
学

園
内

の
連

携
３

少
人

数
に

よ
る

き
め

細
や

か
な

指
導

４
寄

宿
舎

と
学

部
に

よ
る

2
4

時
間

教
育

学
校
概
要

9

●
マ

ー
ク

ア
ッ

プ
機

能
を

使
用

す
る

こ
と

で
、意

思
表

示
で

き
た

●
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
拡

大
操

作
し

、音
読

が
で

き
た

●
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
校

外
学

習
で

使
用

し
、

・目
標

等
を

文
章

化
（

G
o
o
g

le
F

o
rm

sで
選

択
し

、原
稿

作
成

）
で

き
た

・買
い

物
時

の
計

算
（

計
算

機
使

用
）

が
で

き
た

・写
真

や
動

画
で

活
動

を
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

た
・写

真
を

使
っ

て
新

聞
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

IC
T活
用
の
様
子
①

1
0

授
業

等
で

の
成

果

1
1

1
2
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1
3

1
4

1
5

1
6
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1
7

1
8

1
9

2
0
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2
1

2
2

2
3

2
4
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2
5

●
ド

ロ
ー

ン
を

使
っ

て
上

空
か

ら
撮

影
し

、学
校

紹
介

ビ
デ

オ
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

・ビ
デ

オ
編

集
は

、操
作

が
得

意
な

生
徒

が
実

施
し

た
（

音
楽

、文
字

入
れ

な
ど

）

IC
T活
用
の
様
子
②

2
6

周
辺

機
器

の
利

用
①

操
作

す
る

と
動

き
、画

面
が

変
わ

る
こ

と
で

、非
常

に
集

中
し

て
実

施
で

き
た

●
パ

ソ
コ

ン
に

接
続

し
た

レ
ー

ザ
ー

加
工

機
を

使
っ

て
、木

片
に

デ
ザ

イ
ン

を
焼

き
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

・美
術

の
選

択
肢

の
一

つ
と

し
て

実
施

し
た

IC
T活
用
の
様
子
③

2
7

周
辺

機
器

の
利

用
②

・1
3

人
全

員
が

選
択

し
た

・パ
ソ

コ
ン

を
自

分
で

操
作

し
、焼

き
付

け
る

た
め

、パ
ソ

コ
ン

レ
ー

ザ
ー

加
工

機
を

使
っ

て
み

よ
う

と
い

う
意

欲
が

高
ま

っ
た

●
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

（
対

面
と

の
併

用
）

・学
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
、オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

の
時

間
を

掲
示

し
、

リ
ン

ク
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
受

講
で

き
る

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ク
リ

ッ
ク

す
る

時
に

、
メ

ー
ル

で
通

知
し

た
パ

ス
ワ

ー
ド

を
入

力
し

て
視

聴
す

る

IC
T活
用
の
様
子
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
）

2
8

授
業

で
の

活
用

G
o
o
g

le
 C

la
ss

ro
o
m

と
比

べ
、

・ロ
グ

イ
ン

操
作

が
簡

単
で

あ
っ

た
・パ

ス
ワ

ー
ド

を
忘

れ
た

と
い

う
問

合
せ

が
な

く
な

っ
た
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●
オ

ン
ラ

イ
ン

集
会

・各
教

室
か

ら
接

続
し

、ク
ラ

ス
の

発
表

会
を

実
施

し
た

・訪
問

生
は

家
庭

か
ら

接
続

し
た

IC
T活
用
の
様
子
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
）

2
9

行
事

で
の

活
用

画
面

に
映

像
が

出
る

の
で

、
見

る
と

こ
ろ

が
限

定
さ

れ
、

子
ど

も
た

ち
は

、注
視

し
や

す
か

っ
た

●
自

作
教

材
の

限
定

配
信

・Y
o
u
T

u
b

e
の

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

、ビ
デ

オ
教

材
を

配
信

し
て

い
る

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
持

ち
帰

ら
せ

る
）

●
G

o
o
g

le
F

o
rm

s
で

課
題

を
提

出
す

る
よ

う
、ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
を

設
定

し
て

い
る

IC
T活
用
の
様
子
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
）

3
0

自
習

等
の

工
夫

解
答

の
提

出

き
ち

ん
と

提
出

し
て

お
り

、出
し

忘
れ

等
が

減
っ

た

●
ビ

デ
オ

参
観

※
保

護
者

同
意

、情
報

管
理

の
徹

底
・ビ

デ
オ

撮
影

し
、タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

に
保

存
、持

ち
帰

り

●
遠

隔
参

観
・１

週
間

設
定

し
、い

つ
参

観
し

て
も

よ
い

（
希

望
時

間
連

絡
制

）
・訪

問
籍

の
子

ど
も

へ
の

巡
回

指
導

を
実

施

IC
T活
用
の
様
子
（
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
）

3
1

家
庭

と
の

連
携

家
族

全
員

が
参

観
で

き
た

と
、大

変
好

評
で

あ
っ

た

接
続

回
数

が
増

え
、祖

父
母

も
参

観
で

き
た

●
遠

隔
で

地
域

の
学

校
と

の
「

作
業

学
習

」
・作

業
者

の
手

元
・作

業
す

る
際

の
説

明
者

を
撮

影
し

、
・作

業
を

し
て

い
る

人
画

面
切

り
替

え
を

行
う

IC
T活
用
の
様
子
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
）

3
2

交
流

及
び

共
同

学
習

作
業

学
習

な
ど

は
、「

直
接

交
流

」
で

な
け

れ
ば

実
施

が
難

し
い

と
考

え
て

い
た

が
、作

業
者

の
手

元
に

注
目

し
た

り
、質

問
が

活
発

に
な

っ
た

り
し

て
、双

方
の

学
校

と
も

が
、と

て
も

積
極

的
に

交
流

し
、学

習
で

き
た

- 13 -



●
遠

隔
指

導
・校

内
実

習
の

様
子

を
撮

影
し

、企
業

の
方

か
ら

、委
託

作
業

の
検

品
を

受
け

た
り

、技
術

指
導

い
た

だ
い

た
り

し
た

IC
T活
用
の
様
子
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
）

3
3

企
業

と
の

連
携

・画
面

の
向

こ
う

側
に

い
る

企
業

の
方

に
、対

面
で

指
導

を
受

け
る

時
と

変
わ

ら
ず

、応
答

等
が

で
き

た
・物

理
的

に
部

屋
の

中
に

人
が

い
な

い
の

で
、見

ら
れ

て
い

る
と

い
う

緊
張

感
が

少
な

く
、平

常
時

と
同

じ
よ

う
に

実
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た

●
資

料
を

共
有

ド
ラ

イ
ブ

で
配

布
し

て
い

る
（

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

）
●

行
事

の
ア

ン
ケ

ー
ト

、学
校

自
己

評
価

（
保

護
者

・教
員

）
等

を
、

G
o
o
g

le
F

o
rm

sに
入

力
し

て
回

答
し

て
い

る
・ア

ン
ケ

ー
ト

は
職

員
用

G
o
o
g

le
C

la
ss

ro
o
m

に
、リ

ン
ク

を
貼

っ
て

行
う

・寄
宿

舎
職

員
を

交
え

た
ア

ン
ケ

ー
ト

は
、Q

R
コ

ー
ド

又
は

、共
有

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
で

行
う

・保
護

者
に

は
、紙

媒
体

と
Q

R
コ

ー
ド

を
併

用
し

て
実

施
し

て
い

る

IC
T活
用
の
様
子
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
）

3
4

校
務

で
の

活
用

①

３
割

が
活

用

●
パ

ソ
コ

ン
で

勤
怠

管
理

を
行

っ
て

い
る

（
県

教
委

が
導

入
）

●
職

員
研

修
で

、
G

o
o
g

le
Ja

m
b

o
a

rd
を

活
用

し
、

児
童

生
徒

の
実

態
と

、目
指

す
姿

の
明

確
化

の
話

合
い

を
、

付
箋

を
使

わ
ず

行
っ

た

IC
T活
用
の
様
子
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
）

3
5

校
務

で
の

活
用

②

機
能

の
説

明
の

研
修

だ
け

で
は

な
く

、
実

際
の

校
務

に
使

う
→

習
熟

し
て

い
く

一
番

の
方

法

１
い

つ
で

も
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

が
使

え
る

よ
う

に
し

て
お

く

２
ど

ん
な

簡
単

な
こ

と
で

も
、タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
使

用
す

る
場

面
を

設
け

る
（

子
ど

も
た

ち
の

文
房

具
）

３
リ

モ
ー

ト
で

児
童

生
徒

が
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
活

用
す

る
場

面
を

増
や

す

４
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

や
パ

ソ
コ

ン
を

使
っ

て
動

く
周

辺
機

器
を

充
実

さ
せ

る

５
校

務
に

積
極

的
に

IC
T

を
取

り
入

れ
、教

職
員

に
便

利
さ

を
実

感
し

て
も

ら
う

→
教

職
員

の
学

び
に

つ
な

が
る

ま
と
め

3
6
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ひょうごつながるブック（仮称）案 

１ 対象  兵庫県内の公立学校園の教員向け 

 

２ 内容  県内の教員が、ICT を効果的に活用した自立活動の指導を行う際に参考となる

資料、相談先一覧、効果的な事例等を集約し、さまざまな情報を一元化したもの

として、紙媒体での配布に加え、電子媒体で手軽に検索していくことのできるも

のとする。 

 

３ 構成 
   
① 学びたい・知りたい（自立活動/ICT） 知識 
 ・ 自立活動とは  
 ・ 指導内容・具体例（特別支援学級、通級による指導、特別支援学校） 
 ・ ICT 活用、自立活動に関するリーフレット  
 ・ 研究、研修に関すること  
 （国・県の研修、e-ラーニング、研修動画、教員長期派遣研修）  
 ・ 生涯学習の場  
 ・ 生徒の就労に役立つ知識（検定、企業導入事例、経験者の声）  
   
② 使いたい・使わせたい（自立活動×ICT） 技能 

 ・ アプリ・ソフト紹介   

 ・ 活用場面の動画   

 ・ 障害種別に応じた支援機器   

   （視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱、発達障害等）  

 ・ 参考となる資料、マニュアル、チェックリスト   

 ・ 療育機関、見学・体験施設、研究機関、障害理解体験   

    

③ 相談したい（自立活動×ICT） 関係機関  

 ・ 自立活動に関すること  
 ・ ICT 活用に関すること  
 ・ 生活（学校・家庭等）に関すること  
 ・ 就学前・卒業後に関すること  
 ・ 福祉・医療・労働に関すること  
 ・ 特別支援学校（センター的機能）、教育行政  
   
 
 
＜レイアウト例＞ 
 
                   
 
                  ・QR コードを配置し、記入する文字は少なくする 
                   
                  ・表紙タイトル例 
                   「ひょうご つながるブック 
                    （自立活動×ICT）」 
   

① 

② ③ 
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協議 

自立活動に関する情報の一元化をめざした｢ひょうごつながるブック（仮称）｣について 

～ ICT 活用による、情報の共有と活用に向けて ～ 
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令和４年度 ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方検討会議設置要綱 
 
１ 目 的 

本県におけるICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方等について検討するた
めの検討会議（以下「検討会議」という。）を設置する。 

 
２ 検討事項 

(1) 本県の特別支援学校におけるICTの活用の現状と展望について 
(2) 本県の特別支援学校における自立活動の指導の現状と課題について 
(3) 特別支援教育におけるICTの活用や遠隔による指導の今後の在り方について 
(4) 自立活動の指導における外部専門家の活用と教員の専門性について 
(5) 前各号に掲げるもののほか、ICTを活用した指導に関し必要な事項について 

 
３ 組 織 

検討会議は、別表に掲げる者をもって構成する。 
 
４ 会 議 

 (1) 検討会議の設置に係る委員の招集は兵庫県教育長が行う。 
 (2) 委員は、事故その他やむを得ない理由により検討会議に出席できないときは、あらか

じめ兵庫県教育長の承認を得て、代理人を出席させることができる。 
 (3) 兵庫県教育長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に出席を求め、その意見

を聴くことができる。 
 (4) 検討会議は、公開とする。ただし、検討会議の運営に著しい支障があると認められる

場合には、非公開とすることができる。 
   議事録、議事要旨及び検討会議資料は、原則として公開とする。 
 
５ 座 長 

 (1) 検討会議の議事を進行するため、委員の互選により、座長を選任する。座長は委員
の承認を得て、委員の中から座長代理を指名することができる。 

 (2) 座長代理は、座長に事故があるときはその職務を代理する。 
 
６ 謝金・旅費 

 (1) 委員及び委員の代理人が検討会議に出席したときは、謝金及び旅費を支給する。 
 (2) 謝金の支給については、別に定める。 
 (3) 旅費の額は、職員等の旅費に関する条例（昭和35年兵庫県条例第44号）の規定によ

り算出した額に相当する額とする。 
 
７ 委 任 

  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 
 

８ 附 則 

この要綱は、設置された日から施行し、令和５年３月31日をもって効力を失う。 
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区分 専門分野 名　前 所属・役職 備考

丹羽　登 関西学院大学教育学部教育学科・教授

小川　修史 兵庫教育大学大学院・准教授

小学校代表 白川　智喜
西脇市立楠丘小学校・校長
（兵庫県小学校長会・副会長）

中学校代表 井上　満夫
尼崎市立園田東中学校・校長
（兵庫県中学校長会・副会長）

特別支援学校代表・
研究指定校

大内　雅勝
県立特別支援学校長会・会長
（県立姫路しらさぎ特別支援学校）

研究指定校 森川　晃
研究指定校・校長
（県立むこがわ特別支援学校）

研究指定校 大脇　知子
研究指定校・校長
（県立神戸特別支援学校）

行政関係者 中村　栄喜 小野市教育委員会教育指導部学校教育課・主幹

保護者代表 阪本　登
特別支援学校ＰＴＡ連合協議会・会長
（県立播磨特別支援学校）

関係機関代表 井上 三枝子 公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会・理事長

関
係
者

令和４年度 ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方検討会議　委員名簿

学
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教育分野

学
校
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係
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